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19 図形の性質（１） 
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 ∠ACD＝αとすると，∠AEB＝4α ・・・① ∠ABE＝2α ・・・② 

四角形 ADFE について，円に内接する四角形の性質より， 

∠BDF＝∠AEF \∠BDF＝∠AEB＝4α ・・・③ 

DFBDAE Ð=Ð  BACDFB Ð=Ð\  ・・・④ 

∠BDF は△ACD の外角だから， 

③より， aaa 34ACDBDFDAC =-=Ð-Ð=Ð  a3BAC =Ð\  ・・・⑤ 

△DBF の内角の和および②，③より， a6180DFB -°=Ð  

これと⑤より， BAC2180DFB Ð-°=Ð ・・・⑥ 

よって，④と⑥より， BACBAC2180 Ð=Ð-°  °=Ð\ 60BAC  
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△CAB∽△CDE より，
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 したがって， yx == CD,AE とおくと，条件より
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 ①，②を③に代入すると， kkk ÷
ø
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 よって， 0>k より，
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 これを①，②に代入することにより， 10,6 == yx  10CD6,AE ==\  

(2) 

 △CED について，(1)より，CE＝8，ED＝6，DC＝10 

よって，三平方の定理 222 DCEDCE =+ が成り立つことから，∠CED＝90° 
したがって，△AED は AE＝ED＝6，∠AED＝90°の直角二等辺三角形である。 

よって，AD＝ 26  
△AED は円 O に内接するから，AD は円 O の直径である。 

ゆえに，円 O の半径は 23  
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 0tt = のときチェバの定理が成り立つから， 1
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 △AEC と直線 BF について，メネラウスの定理より， 1
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 よって，
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 △CDB と直線 AE について，メネラウスの定理より， 1
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 よって，
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 ゆえに，
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 △ADC と直線 BF について，メネラウスの定理より， 1
FA
CF
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=××  

 よって， 1
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=×=×= より，Q は線分 CD の中点である。 

 ゆえに，
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 これと(3)より， 

 ( ) ( )
( )( )tt

t
t
t

t
t

-+
-

=÷
ø
ö

ç
è
æ +

-
-

+
+

-=++-=
336

53
6
1

3
22

3
31ΔBCQΔARCΔABPΔABCΔPQR

2

 

 

 



2017 スタンダード数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B 受験編を解いてみた    http://toitemita.sakura.ne.jp 

3 

166 

 △ANC と△ACM について， 

 ∠CAN＝∠MAC（共通角） ・・・① 

NBNB2NBNBANAB =-=-= より， 2AB2NBAN ==  

 これと AB＝AC より，AN：AC＝2：1 ・・・② 

 AC＝AB＝2AM より，AC：AM＝2：1 ・・・③ 

 ①～③より，対応する 2 辺の比とその間の角の大きさがそれぞれ等しい。 

よって，△ANC∽△ACM 

また，相似比は 2：1 

ゆえに，NC：CM＝2：1 

 これと，MB：BN＝ AB
2
1

：AB＝1：2 より， 

 △CMN において，CM：CN＝MB：BN が成り立つ。 

 したがって，CB は∠MCN の 2 等分線である。 

 よって，∠BCM＝∠BCN 

167 

(1) 

 △AMC と直線 BQ について，メネラウスの定理より， 1
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 ここで， 0>t より， 2
2
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等号成立は
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ゆえに，
2
1

=t で三角形 MQR の面積は最大値
4
1
をとる。 
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 ここで， ACBÐ は弧 AB の円周角だから一定である。 

したがって， AIBÐ は一定である。 

よって，I の軌跡は 2 点 A と B を含むある円周上の一部となる。 

(2) 

 内接円の半径を r とすると， r は I と直線 AB の距離である。 

I の軌跡を含むある円をC，その中心を 'O とし，O'を通り，直線 AB に平行な直線を l， 
lと直線 AB の距離を 1d ，I と lの距離を 2d とすると， 12 ddr -=  

B,A は定点だから， 1d は一定である。 

したがって， 2d が最大のとき r も最大となる。 

2d は，円Cの半径と等しいとき，最大となり， 

このとき直線 IO'と lは直交するから，直線 IO'は弦 AB とも直交する。 

したがって，このときの直線 IO'は弦 AB の垂直 2 等分線である。 

よって，△IAB は IBIA = の二等辺三角形であり， 

二等辺三角形の性質により IBAIAB Ð=Ð が成り立つ。 

ゆえに， IBA2IAB2 Ð=Ð  すなわち CBACAB Ð=Ð が成り立つ。 

これは△ABC が AC＝BC の二等辺三角形であることと同値である。 

よって，内接円の半径が最大となるのは AC＝BC となるときである。 


